
アキュムレータの動作概要

○１次系冷却材喪失事故の発生
↓

○１次冷却材系統の圧力がアキュムレータの
圧力より低下

↓
○アキュムレータのほう酸水が、１次冷却材
系統へ注入される
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【アキュムレータの仕様】
寸 法：高さ 約7.08m × 内径 約3.3m
容 量：41.17m3（最大）

約30m3（運転中のほう酸水量）
ほう酸濃度：2800ppm以上
圧 力：約4.2～4.5MPa（運転中）
材 質：低合金鋼
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